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１．策定の趣旨 

 

長期総合計画は、古座川町における今後 10 年間のまちづくりの基本的な計画であ

り、目標に向かって施策・事業を行っていくための指針となるものです。 

今回策定する新たな「古座川町第５次長期総合計画」は、古座川町を取り巻く時

代の潮流を踏まえ、本町が抱える課題を把握し、今後 10 年間の基本指針を定めるも

のです。 

今回の計画策定にあたっては、これまでよりも厳しい視点で周辺環境及び現状の

分析を行うとともに、基本計画では施策ごとに目標数値を掲げ、目的意識を職員だ

けでなく、町民の皆さんと共有する計画とするよう努めます。 

 

２．策定の基本的視点 

 

総合計画の策定にあたっては、次の基本的視点に立って策定しました。 

 

（１）“きらりと光る”古座川 

古座川町は、清流「古座川」をはじめ、美しく豊かな自然環境とともに歩んでき

ました。 

国指定天然記念物「古座川の一枚岩」「高池の虫喰岩」、県指定天然記念物「滝の

拝」始め、本町には数多くの自慢できる資源があります。こうした資源を生かして、

小さくてもきらりと光る古座川町を築いていきます。 

 

（２）“町民とともに築く”古座川 

まちづくりの主体である町民（個人、地域団体、企業等）と行政の協働によるま

ちづくりを進めるとともに、町民の積極的な参加や幅広い議論を通じて、住民本位

のまちづくりを築いていきます。 
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３．長期総合計画の構成等 

 

（１）構成・計画期間 

この長期総合計画は、「基本構想」と「基本計画」の構成とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価・検証 

この長期総合計画は、５年間ごとに基本計画を見直していくこととしています。

見直しの際には、基本計画に掲げられた施策の進捗状況と課題を把握することとし

ます。また、基本計画に掲載している「成果指標」については、基本計画見直し時

にその進捗を把握し、公表していくこととします 

 

【計画期間】10年間 

平成 27 年度～平成36年度 

【内  容】町の将来像と施策の基本方向を定めたもの 

■基本理念 ■基本目標 

■施策の基本方向  

 

【計画期間】５年間（前期・後期） 

前期基本計画（平成 27年度～平成 31年度） 

【内  容】将来像を実現するための施策の方向性を定めたもの 

■重点プロジェクト ■施策分野別の基本計画 

■地域づくりの基本計画 ■基本計画の推進に向けて 

基本構想 

基本計画 
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４．まちづくりの課題 

 

ア 過疎化の進行 

本町は、県内でも有数な人口減少幅の大きい町です。特に山間部における過疎化は進行し

続けています。過疎地における高齢化率は高く、集落の維持が困難になりつつあり、医療・

福祉・交通において、大きな課題となっています。 

高齢者をはじめ、すべての人が生まれ育ったところで住みやすい環境を整備していくこと

が必要で、豊かな心を持って生活を営める社会を作っていくことが求められています。 

過疎地の 10 年後を見通して、住民が住みやすい環境を整備していくことが本町の大きな

課題の一つです。 

 

イ 防災対策における課題 

近年、全国的に大規模な自然災害が起きています。また、これに付随する人的災害も多く

なっており、いつ、どこで起こるかわからない状況です。本町においては、海面に接してい

ないため津波による被害は少ないことが予想されますが、全国どこでも起こりうる直下型地

震や、台風や豪雨による河川氾濫や土砂災害などに備える必要があります。 

こうした防災面から見ても、行政でできることには限界があり、平常時から町民・各種団

体等との協働によるまちづくりが求められています。 

 

ウ 産業分野における課題 

町の主要産業である農業においては、近年大きく状況が変化してきています。貿易の自由

化や農業の後継者問題、荒廃農地の増加、有害鳥獣による被害の増加など、農業経営環境は

厳しさを増しています。 

また、観光においても、交流や体験をキーワードとする地域づくり型観光が主流になり、

国内だけでなく外国人観光客の増加も見込まれることから、資源の有機的結合と、積極的な

広報が求められています。 

かつて主要産業であった林業においては、木材価格の低迷に伴い、厳しい経営環境にさら

されています。先進的な林業機械の導入を進めるとともに、これらの機械を活用した安全

性・生産性が高く、低コストな作業システムの普及・定着を推進していく必要があります。 

本町の特産品として定着してきたゆず製品をはじめ、付加価値の高いその他の特産品開発

を行う６次産業化を積極的に支援していく必要があります。 

 

エ 行財政における課題 

本町は、比較的健全な財政状況を維持してきました。しかし、我が国の経済状況からして

も、今後 10 年間を見通した計画的なまちづくりを行い、身の丈に合った町政運営をしてい

かなければ、将来に大きなツケを回すことになりかねません。 

行政はもとより、まちづくりに関係するすべての人がより高い意識を持ち、無駄を極力省

き、計画的かつ効率的な行財政運営を行っていくことが今まで以上に必要となっています。 
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豊かな心と生きがいを育むまち 古座川 

10 年後の本町の目指すべき将来像は、恵まれた自然環境とその中で育まれて

きた文化の中で、人びとがお互いに支え合い、生きがいを持って快適で安心して

暮らしていけるようにすることです。皆で協力して未来を拓くまちづくりに取り

組んでいくこととし、将来像を「豊かな心と生きがいを育むまち 古座川」とし

ます。 

 

 

５．まちづくりの基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

古座川町は、清流古座川をはじめとする自然と共存しながら、自然の恵みを享受

するまちです。時には猛威を振るう自然も、おいしい農産物を育み、豊かな緑を蓄

え、きれいな水を供給してくれます。 

清流古座川とともに歩んできたこのまちの自然と文化を、私たちの子孫に伝えて

いくことが、本町のまちづくりに関係するすべての人の責務です。 

古座川町の素晴らしい自然と育まれてきた文化を守りながら、すべての住民がつ

どい交流し、新しい文化や情報、産業を育み躍動感に満ちた町を目指すため、「未来

につなぐまちづくり」を基本理念とします。 

 

６．将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来につなぐまちづくり 
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７．基本目標・施策の体系 

 

将来像実現のため、次の６つの基本目標を定めます。 

（１）基本目標Ⅰ 田舎でも安心の福祉サービス 

 

この基本目標は、健康・福祉に関する基本目標です。 

（１）子育て支援の充実 

（２）保健・医療の充実 

（３）高齢者福祉の充実 

（４）障害者福祉の充実 

（５）地域福祉の充実 

（２）基本目標Ⅱ 未来と過去を繋ぐ教育 

 

この基本目標は、教育・文化に関する基本目標です。 

（１）就学前・学校教育の充実 

（２）生涯学習・生涯スポーツの推進 

（３）青少年の健全育成の推進 

（４）文化・芸術の振興 

 

（３）基本目標Ⅲ 住みたい、住み続けたい生活環境 

 

この基本目標は、生活基盤に関する基本目標です。 

（１）道路網の整備 

（２）公共交通の維持・充実 

（３）水道施設の維持・整備 

（４）住宅・住宅団地の整備 

（５）消防・防災・救急体制の充実 

（６）情報基盤の充実 

（７）定住の促進 
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（４）基本目標Ⅳ 癒しと活力いっぱいの古座川タウン 

 

この基本目標は、産業振興に関する基本目標です。 

（１）農林業の振興 

（２）観光・交流事業の振興 

（３）商工業の振興 

 

（５）基本目標Ⅴ きよらかな環境を守るまち 

 

この基本目標は、環境に関する基本目標です。 

（１）自然・環境と共生する地域社会 

（２）資源循環型社会の構築 

（３）公園の整備 

 

（６）基本目標Ⅵ 郷土愛に満ちた相互扶助のまち 

 

この基本目標は、協働・行財政に関する基本目標です。 

（１）町民参加のまちづくりの推進 

（２）コミュニティ活動・ボランティア活動の充実 

（３）男女共同参画・人権尊重社会の形成 

（４）時代に即した自治体経営の推進 
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基本計画・目標指標一覧(一部抜粋) 

 

指標名 単位 
平成 25 年度 

（実績） 

平成 30 年度 

（目標） 

目標指標の測定 

あるいは取得の方法 

保育所入所者数 人 64 40 子ども子育て支援事業計画のニーズ調査 

特定検診受診率 ％ 29.1 35 各種検診実績 

老人クラブ加入者数 人 400 400 老人クラブ加入者数 

障害福祉サービス利用者数（訪問

系） 
人 9 11 サービス利用実績 

福祉イベントの開催数 回 1 2 福祉イベント開催数 

学校公開への地域住民の参加数 人 843 800 県教委学校開放報告書 

古座川町展参加者数 人 512 520 古座川町展参加者数 

児童交流事業の参加者数（延べ） 人 43 51 児童交流事業（川崎市） 

町指定文化財の件数 件 21 25 町指定文化財 

長寿命化対策を行った橋梁数 件 0 10 長寿命化計画に基づき改修した橋梁数 

ふるさとバス運行数 路線 2 2 ふるさとバス運行事業 

有収率（簡易水道） ％ 80 90 有収水量 / 配水量 

公営住宅の入居率 ％ 95 100 公営住宅4団地入居状況による数値 

消防団員充足率 ％ 80.67 83.33 条例定数に対する充足率 

町のホームページアクセス数 件 1,659 2,500 ホームページアクセス集計 

定住支援制度活用による移住者 世帯 0 10 定住支援制度活用による定住人数 

 

 編集・発行 / 和歌山県 古座川町 

〒649‐4104 

和歌山県東牟婁郡古座川町高池 673－2 

電話：0735‐72‐0180 FAX ：0735‐72‐1858 

URL：http://www.town.kozagawa.wakayama.jp/ 


